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　学会の庶務 ， 会計事務は 12 月 5 日 に東京外国語大学 AA 研 よb上智大学へ 引継がれた 。 今

後の連縮先は 下記 の と涛 りで あ る 。

　芽 102 　東京都千代躍区紀尾井町 7番地　上 智大学文学部史学研究室

　　　　　 電話　東京 （03 ）265 − 9211 （代 ）上智大学 ，

　　　　　 内繚　 742 　量 （は か b ）研究霙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市川記 ）

｝

米国 に於ける 日本 の 東南ア ジ ア 占領 ・軍政史 の 研究の 展望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 SA　 石 　 陽　至

　戦後ア ジ ア民族運動は急激 な躍動を し東南ア ジ ア 諸国独立 へ の 道 を拓 い た 。 こ の民族運動 ，

独 立獲得 を促進 させ た一大要因 は 一大東亜戦争 の 功罪は と も あ れ 一日本 占領 で あ る こ とは否定

出来 な い 。 しか しな が ら東南 ア ジ ア の 政 治的激変 の 最大素因 とな っ た 日本占領，軍政史研 究 に

つ い て は遣憾な が ら米国 に 於け る 研究 と比較し て量質共に 立遅れ て い る。邦文 では僅か に岸 ，

西島 チ
ーム と太田 に依 る イ ン ドネ シ ヤ ，ビ ル マ 軍敬史が ある の み で あ る 。東南 ア ジ ア 更 の1942

−・一
　45 年聞 は い ま だ に 空白状態 で あ る 。

　今回紙面をes　b て 米国 に 於け る軍政史研究 につ い て若干紹介 した い と思 う。

　最初の 占領軍政史 と して は元香港駐在外交官 Robert　 Ward （占領 当 時 日 本軍 に抑留 ）が

磁 臨 炉 the　 Asiatics？　1
’
he　 Technigues　 of ノαpanese　 Ocetepα tion

（1945）を膨版 して い る 。 そ して戦後 い ち早 く学位論文 テ
ー

マ として 占領史を研 究 し始 め た 。

　 》
こ丶　一‘s
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48 年に ミシ ガ ン 大 の Rafaelita　HiraliQ　 Seriano　ts　
‘ ‘

The　Japanese　Occupation

of 　 the　Philippines　with 　Special　Reference　t◎　Propaganda，1941 − 1945 ，，

を博士論文 として 提 出，同年 ジ ョ
ージ タ ウ ン 大 の J．PopPe は

9d
　Ipel 三tical　 Developments

im　軈 e 　Nether豆ands 　East 　Indies　　During　and 　エmmediatery 　After 　the

Japanese 　 Occupation　
tv

を博士論文 と して 提出 して い る 。 又同年 Chen　 Chu−pei は

‘

℃ hines｛∋ and 　 the　 War　 in　 the　 Philippines’ s

を脱稿 して い るが未発表の ま x で

旧 Institute　 of
．
Pacific　 Relations　に 収蔵 され て い る 。 更に 53 年に C。

．C．
’Brett．

が Japanese 　 Role　in　 Malaysia ，
1942 ・・1945 を完成 しワ シ ン トン 大 学 に提 出 した 。

　 軍政関係史の学位 論文が刊行書 と な っ た の は 53 年に ハ・一バ ー
ド か ら出版 され た 。 Willard

Elsbrees ／apan
’

s　Role　 in．Southeαst 　 Asian　 iVαtionalist 　 Movements，

1940 − 45 で あ る 。 著者 の 公 平 な観察判断は高 く評価 され て 於 参， 同書 の 高評緬 は昨年再出 版

され て い る こ と で も証明 さ れ て い る 。 170 頁足 らず の 小冊 子 で 東南アジア 全 般の 昆族運動 の im −

．・depth 駟究 と し て物足 ら な い が 占領軍琢吏入門 ，概説書 と して注 目さ れ る研究書 で あ
．
る 。

　 軍政研 究 が 一
研 究分野 と して 定着 し た の は 　Muhamed 　Abdul　 Aziz

，　 ∫α p α ガ 5

Colσ ni α iism　 a 　rL　d　 gnOfonesiaが 1955 年ハーグ か ら 出版 さ れ た 以後 で あ る 。 1950 年後

期以来 の 軍政史研 究 の 活発 な発表 ，出版活動は コ
ーネ ル

s
エ
ール 大 の 両東南ア ジ ア 研究所 の活

躍 に 帰．依す る と こ ろ が 多大で あ る 。 両研究所 は各 々 ケ イ ヒ ン ，ベ ン ダ両教 授の 指導下 に 日本 占

領史の組織的研究に着手 し著 しい 成果 を挙 げ て きた 。

　 特 ua　 ＝ 　一一　S・ル は 資料研究発衷 と して新進若手学者 の 研究成果 を逐 次 雌版 した。 即 ち次 の 様 な

文献 が癸1刊 さ

’
れ 七い る 。

　 S・鹹・／Gandasurbrata・．An　 Account　 o ∫ ノapanese 　 O ρc μP α ‘ゴo η of 　 Ban／unas

Residene）・，　∫ava
，　fif．arch 　1942 　to　August　1945 （1953 ）；　U ．　Khin

，　U　ffla

P げ 3 　iVarrative　σf　the 　lap酵nese 　Occupatien　σ∫ Bwnn．a （1961）； Elmer

Lear
，　The 　／α panese　Occupation　σ f　 the 　Phigippines，　Le γte　 1941 − 1945

（1961 ）； Grant　 K 　Geodman ，　 An 　 Experimene　 irg　 ewα rtime 　 lnterculturαi

　Relations ； P碗露pp 訪 8　Students　Jn　faPan　ig43 ”1945 （1962）； Benedict

R・O ℃ ・
’Anderson

，　Some　 As，oects 　 of 　lnden．esian 　 PolitiCS　 under 　 tん e

∫α p α nese 　Oceupation，　ig44 − 1945 （1961）；Iehikawa　Kenjiro，　Southeast

Asiα　Yietved　from　fαpan 　（1965｝。
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　　同大学 の 　George　 Kanahe ｝e は
t ｛ The 　 Japanese 　 Occupation　 of 　Indonesia ：

　Prelude　 to　 Independenee ！ s

（1967 ）を博士論文 として 提出 した。 そ して 前記の ア ン

ダ ー
〃 は博 士論文を補足 して コ

ー
ネ ル か ら Java　 in　 a　 T 珈 e　 of 　 Revolution ：

　Occupation　and 　Resistance　 l　944 − 1946 （1972 ）を繊版 した 。 　両者は 研究段階

　に お い て 日 不 ，
イ ン ドネ シ ヤ，オ ラン ダ で 蒐集 した 豊富 な 資料 を駆 使 して い る

。 　カ ナ ヘ リの

論文 は複雑に分割統治 され た イ ン ドネ シ ヤ 軍政を探究 した代表的労作 で あ り，岸，西島の イ ン

　ド ネ シ ヤ 軍政研究を修正補足 して い
’
る 。

ア ン ダ
ー

ソ
．
ン の 著書 は今迄 の イ ン ドネ シ ャ 独立運動に

関す る 定説を打鼓 し，独立 運動 の 真 の 推進者は闘争的青年層 で あ る と結論 して い る 。 そ して 如

何に イ ン ドネ シ ャ 古来文化 ，日本 占領が青年層 の 政治韋識 を高揚 した か を深 くde　b下げ た 注 目

に価 い す る野心作で あ る 。

　　こ の 外，ア ン ダ ーソ ン の 編集 して い る 　1ndonesiα ，巧 10 ．（1970 ） ua　＝ 一
ネル 留学中

　の 中村光 夫 の 投稿 した
‘ sGenera1

夏mamura 　and 　七he　Early　 Period　ef 　Japanese

　Qceu 鐸 樋o パ
，

とh う論文 が ある 。 中村は 日本軍部内 （ユ 6軍対南方総軍 ， 対中央統帥部，

　対海軍 ）の 梱互 作用 が 如何 に 軍政 に影響を与え た か を明 らか に して い る 。

　　エ
ー

ル で は The　 Crescent α nd 　 the 　 Risling　 Sun （1958 ）を出版 し た ベ ン ダ が

　1971 年末亡 くな る迄軍政研究 に熱意を注 ぎ同輩後輩 の 指導を し，彼 の 貢献は多大 で あ る 。

　
ベ ン ダ の 指導 ， 尽力 に依 り，　Benda

，　 Kishi
，　 Irikura，　 ed ．　 Japα nese 　 M．ilitar

γ

　 ／窪画 翻 s 彦厂麟 013in 　 Indonesiα ’ Selected　Decuments（1965｝； BaMaw ，
。

　．neemoirs　o ，f　a 　Revelution， ．　1936 − 1946　（1968＞；Theodiore　Friend，

　8etween 　 Two 　 Empires．　 The　 O   θ α J　 of 　 the 　 Philippines，　ig29 − 1946

　（1965＞； Josef　Si工uerstein ，　ed ．　Southeα se 　Asiα 　in　W
’
orid 　彫α r　i1：

　270urr　Essa）
・s　∫ （1966 ）　； Takeuchi　Tatsuji　and 　．Royama 　Masamichi ，

　 TEe　−Pゐilippine　Poi，itlr’ ！霊　ノapanese 　Yieac・．　Theodore 　Friend，　ed 、

　 （1967）
，

の r 連 の 研究 が 刊行 され た 。 又，ベ ン ダ の 指導の 下 で 書か れ た Dorothy　 Guyot
，

　
‘ sThe

　PoLitical ．正田 pact 　of 　the 　Japanese　Occupation　of 　Burma 　
fe

　 （】966 ）の 博士論文があ る。

　　ペ ン ダ
，

烽
，

イ リ ク ラ 編 書 は 軍 政関係邦文公 文資料 の 訳 書 で あ り，そ れ ま で 入 手 出 来 な か っ

　た 日本側資料 を紹 介 し、そ の 利用度 は高い 。
ペ ン ダ署：書は 日 本軍 の 対回教徒政策 の 成果，失敗，

　そ して そ の 政策 が イ ン ドネ シ ヤ 回教 徒界の政治的地位を向上 さ せ る こ とに貢献 し た か を克明 に

　分析 して い る 。
パ ー・モ ・一の 回想録は ，

ウ ・ヌ の 回想録 （1954 ） と対象的 な も の で 全 体的 に

丶
丿
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日 本軍 政 ，
そ し て そ れ が ビ ル マ に もた ら した政治的変動 に同情的観察を して い る 。

　シ ル パ ー
ス タ ィ ン 編書中，ペ ン ダ の 論文 は占領が 東南ア ジ ア民族運動，政治文化変動 に及ぼ

した 影響に つ い て 再評価 して い る 。 武内 （現関西学院大学名誉 教授）の 署書は 1943 年蝋山政道

と共 に比島調査委員 と して 渡比 し比島政治 ，
民族問題研究を纒 め た もの で あ り，純然 た る 学術

研究 で 当時 の もの と して は貴重 な 資料 で ある 。 尚武 内の比盛日 記 が付加 され て 冷 り，資料 とし

て の 貴重慶 を高め て い る。

　フ レ ン ドの著書は 日米間 に挾まれ た ケ ソ ン 大統領 の 政治試練 を中心 と して 分析 した 異色 な 書 。

著者は こ の 本 ik依 っ て 1966 年 匿 の バ ン ク ロ フ ト賞を全米歴史学会 か ら受賞さ れ た 。
ギ ョ

ー
の

論 文は ピ ル マ 国防省保管公 文資料 を駆 使 して 書 か れ た もの で あ る。 彼女は ア メ リ カ の ビ ル マ 研

究 者 中， ビ ル マ 国防省公文書保管所 の 資料使用許可 され た数少 い （或 い は唯
一）の 研究者 で あ

る。 其後 ，
ビ ル マ 軍政下 の仏教僧侶 の 政治的役割に つ い て研究発表 をして い る 。

　以上 の外 David　 J．　Steinberg
，
　 Phil

’
ippine　Coliaboration　in　Mo 厂ldi　 crar ／1

（1967）が ミ シ ガ ン 大 か ら出版 され て お り， Layton　 Ho 職 eT ，

‘ ‘

Japanese　 Mili捻 ry

（）CCupation 　舳　Malaysia　and 　the　 Philippines
’e

博士 論 文 が 昨年 ア リ ゾ ナ 大 に

提 嵐 さ れ て い る 。 前者 は比島指導者等が 日本に協力す べ きか，或 い は米国 に忠節 を尽す べ き

か とい う道徳的矛盾に直面 して 彼等は如何に対処行動した かに つ い て 分析 しft＝ 　一＝ 　H ク な 問

題作で あ る。 後者は マ ラ ヤ
， 比島 の 地方州の 軍政比較研 究 で あ b

，
こ の 種 の もの と して は最

初 の もの で あ る o

　 二 ＝一ヨ ーク大 の Frank　 Trager ・
は 3urma ： ∫apenese 　 Mili　ta　ry　 Adnzinistration．

Segected　 I）qcument ，
」941 − 2945 《1971）を編集 しペ ン ス ル ベ ニ ア 大 か ら出 版 した

。

同書は 太 田常蔵著 「ビ ル マ に 於 け る 日本軍政 の 研究」に掲載 さ れた資料 に新資料 を補足 した

資料 編 。 又此の邦文資料を英訳 したWonZ ．　Yoon は オハイ オ 州立大 （ア テ ネ ）東南 ア ジ ア

研究所 か ら ／apanes ε Scheme　 fo厂 彦漉 Liberation　 of 　Bwrma ： The　 Re．le　 of

the ，it
’
inarni　 Kikan　 and 　 the

・ ・ Thii’tγ Conerades　
s 「

（1973 ）を出版 して い る Q

） 一　一ン は 防衛庁戦史鑿所蔵の未発表回想録 ，
公文書を使 っ て い る。

　此等の 学位論文 ， 刊行 書とは別に 1971 年全米政 治学で Kwv トン ，ギ ヨ ー，小生 が参加 し

て ヨ本軍政研究分科会を も うげた。
デ ス カ ッ サ ン トと して ，ペ ン ダ， エ ス ズ ブ リ

ー一一，ホ
ー

ナ
ー
，

グ ；
，トマ ン が加 っ た 。

＝ ル トン は 194 　9年　3月以 後の仏印軍政，ベ トナ ム 独立運動 を捉え，ギ

ヨ
ー

は ビ ル マ 政変 をiE当性，有効性 とい う政府評価 ク ラ イ テ リヤ に あて は め て 検討 ， 小生 が マ

ラヤ に お け る文教政策を通 じて 行 わ れ た日本化政策実体 を発表 した 。 （小 生 の 論文 は 補足 され

N 工工
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て 2
”
hrge　Stzadies　of 　 the 　Uistor）

’of 　M αlaγα n 　Educationの
一

章 として シ ン ガ

ポ
ー

ル か ら発刊 され る 。 ）

　 最後に， Joyce　Lebra　が チ ャ ン ドラ ・ボ ース と印度独 立軍 を扱 っ た fungle　Alliαnce

　（1973）を出版 し， 引続 き日本軍 が 東 南ア ジ ア 諸国に組織 した義勇軍 に つ い て研究 ，
ほ ぼ完成

　し て い る。 又国会図書館東南 ア ジ ア 課 ボ ーラ は毎年 チ ャ ン ドラ
・

ボ
ー

ス セ 、ミナ
ーを開催 し東南

ア ジ ア に於け る 日邸関係を研究 して い る こ とを書添え る 。

　 以上米鬪 に 於け る 日本軍政を展望 して み る と イ ン ドネ シ ヤ ，ビ ル マ の 研 究が多 く他の 国 の 軍

政研究は怠 られ て h る。
マ ラ ヤ に つ い て は 小生 の み で あ り， 比島 ， 泰国 ， 仏印に つ い て は殆 ん

　ど皆無 で あ る 。

　　日本 に 於ける軍政，大東亜共栄圏研究 が 立遅 れ て い る の は種 々 の 畢 情が あ る 。 戦争が 東南 ア

　ジ ア諸民族に 及 した不幸に対す る罪悪 感，資料の 逸散 ，未整理 ， 過去 の 古傷に触れ た ぐ な い と

い う回 避感 ，
そ して 研究そ の もの が 日本 と東南ア ジ ア 諸国間に国際的当惑を引起 す潜在性を含

ん で い る こ とが 挙 げ られ る 。 以 上 の 理 由 で 日本人 も東 南 ア ジ ア 諸 国 の 人達 も軍政当時 の こ とに

触 れ る こ とを好 ま な い o

　　しか し東南ア ジ ア 史空 白時代 の 軍政 ， 大東亜共栄圏 の 本 格的研究 は行わ れ なけれ ば な ら な い
。

戦後 30 年近 ぐ経過 し，そ の 間軍政関係当事者は数多 く亡 くな b，貴重な資料が失 われ て行 く

状態で あ b ， 又生存者 の 記憶 も薄らい で行 く。 生存 して い る軍政当事者か ら出来得れ ば面談等

　に依 匂資料蒐集 す る こ と を提 言 した い 。

　　又 軍政 ，大東亜共栄圏研究 は地域別 に よ っ て政策施行 も異 ウ複雑 な問題 で あ るか ら一人 の研

究 で は充分 な成果 が望め な い場 合が多 い
。 研 究 テ ー

マ の国際性，重要性，史実 の 正確性 を期 す

　る為に
， 国際共同研究 が な され る べ きで は な い か と思 う。 （小生 は 大東亜共栄圏研究を前記 の

　リブ ラ と共同研究 を始 め て い る ）。 国際研 究協力が閉鎖 的な 日本学会 の 扉 を開 き， 研究交流 に

　も役立 ち、更 に 日本 ， 東南 ア ジ ア 諸国 の 未整理 の資料 の 整理 に拍車を か ける もの と思 う。 こ の

意味で 日本、東南 ア ジ ア，欧米諸 国 の 研 究者間で 研究 グル ープ を組織 して は どうで あろ うか と

h う事を提案 して結論 と した い 。
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